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第11回小学生けん玉大会を開催しました。第11回小学生けん玉大会を開催しました。
12人の参加者が優勝目指して頑張りました。12人の参加者が優勝目指して頑張りました。

子育て交流センター（１月６日）



私たちが民生委員児童委員です。よろしくお願いします。
　令和７年12月１日付けで民生委員・児童委員の全国一斉改選が行われ、今期（令和10年
11月30日まで）の民生委員児童委員36名と主任児童委員４名が選出されました。
　地域の皆さまが安心して暮らせるよう、高齢者の見守りや子育て家庭の支援、生活に関
するご相談など、身近な相談役として活動してまいります。
　「ちょっと困った」「誰に相談したらいいかわからない」そんな時は、担当地区の民生委員
児童委員もしくは主任児童委員にお声かけください。

①氏名
②担当地区

■九重町役場地域共生支援課
　76－3821
■九重町社会福祉協議会
　76－2500

民生委員児童委員に関する
お問い合わせ先

①阿部　征則
②下旦一～二
　下旦四～六

①酒井　利幸
②田尻・野倉
　中須・後辻

①日野　由紀子
②田代・小垣
　野矢・樫原
　拓郷・平家山

①古賀　市子
②中央四～五
青山通り・青山住宅
　豊後中村住宅

①梶谷　恵子
②下旦三・見留
　釣団地
　松岡台住宅

①長野　久美子
②川上二・竜門
　前辻一～二

①穴井　妙子
②尾本・下尾本
　甘川水

①髙倉　治之
②釘野・下右田
　重原

①野上　清人
②  下右田・上旦
　奥野・物見塚

①岩下　厚志
②川下北・川下南
　川上一

①衞藤　銑太
②奥双石・中巣
　寺田

①河野　孝志
②茅原小野
　後野上・西

①中西　義春
②書曲一～三
　恵良団地

①手島　政弘
②北区・南区
　小久保

①佐々木　良忠
②猪牟田・鹿伏
　桐木

①井上　久枝
②南恵良・冨来口
　北恵良一～三
　見良津

①佐藤　光子
②滝上・寺床
　小平谷

東
飯
田
地
区

野
上
地
区
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①佐藤　キミエ
②宝泉寺・生竜
　栗原

①小田　和江
②梶屋
　串野上・下

①佐藤　美枝子
②相狭間・口の園

①工藤　信宏
②桐木一～四

①熊谷　京子
②麻生釣
　菅原本村

南
山
田
地
区 ①飯田　祥治朗

②旭・花牟礼
　湯沢

①衛藤　徹美
②年の神・無田上
　中・中一・下
　須久保

①甲斐　末子
②荻釣上・下
　筌の口・下畑
　北方上・下

①有吉　信子
②中村下一～二
　中村中二
　中村下野

①有吉　初代
②中村上
　中村中一

①森　基子
②奥郷・九重山

①赤峰　幸江
②日向下・湯坪下
　狭間

①軸丸　勝明
②筋湯・大岳
　日向上

飯
田
地
区

①田中　直子
②横尾・中村
　引治一・二
　富迫上・下

①帆足　房義
②金山・井出・田中
川道団地・岩の上
　粟野本村

①足立　相子
②南山田地区

①清竹　久美夫
②黒猪鹿・木納水

①相沢　加代子
②飯田地区

①左藤　洋子
②後河内

①伊東　英美
②野上地区

①岩佐　純子
②川東上・下
　陣の内上・下

①藤原　智恵美
②東飯田地区

①若杉　廣子
②中板・潜石
　川西一～三

主
任
児
童
委
員
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九九重重町町地地域域包包括括支支援援セセンンタターー便便りり

《介護予防・認知症・権利擁護に関するご相談は》 

九重町地域包括支援センター 電話：0973-７６-３８６３ FAX：０９７３-７６-３８３５

講講座座 受講者募集 

「学ぶ」「予防する」「チェックする」ことで認知症を知ろう

認知症に関する講座を実施しています。サロン、

近隣等の集まりや友人同士（概ね５名以上）などで

受講できます。 

認知症を学ぶ、正しく理

解することを目的に実施

しています。 
※６０分～９０分 概ね５名以上

コグニサイズやブレパサイ

ズなどの脳を活性化する

体操を行います。 
※３０分～６０分 

「記憶する」「考える」「判

断する」などの脳の健康

度をチェックします。
※１人１５分程度 

※要望に応じて講話と体操を組み合わせることもできます。お問い合わせ、申し込みは下記連絡先まで。 

講講座座

講座

認知症

認知症サポーター養成講座 認知症予防体操 脳の健康度チェック 

デイサービス便り

デイサービスでは季節の活動に取り組んでいます！デイサービスでは季節の活動に取り組んでいます！

☎76－3267
《お問い合わせ》

デイサービスのご利用日は、月曜日から土曜日まで。
毎日約30数名の方々が楽しく活動されています。

　ご利用者のなかには、なかなか初詣に行け
ない方々が多くいらっしゃいます。初詣に
行った気持ちを感じていただくために、バー
チャル初詣で高塚愛宕地蔵尊を参拝しました。

　今年は午年なので、折り紙で馬を折ってか
ら顔を書きました。絵馬なので願いごと『今
年一年元気に過ごせますように』など健康に
関するお願いごとが多かったようです。それ
ぞれ個性的な絵馬が完成しました。

バーチャル初詣バーチャル初詣 絵馬を作りました！絵馬を作りました！

福笑い福笑い 獅子舞獅子舞 モグラうちモグラうち ぜんざい会ぜんざい会

昨年に感謝し、今年の健康を祈ります
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九九重重町町地地域域包包括括支支援援セセンンタターー便便りり

《介護予防・認知症・権利擁護に関するご相談は》 

九重町地域包括支援センター 電話：0973-７６-３８６３ FAX：０９７３-７６-３８３５

講講座座 受講者募集 

「学ぶ」「予防する」「チェックする」ことで認知症を知ろう

認知症に関する講座を実施しています。サロン、

近隣等の集まりや友人同士（概ね５名以上）などで

受講できます。 

認知症を学ぶ、正しく理

解することを目的に実施

しています。 
※６０分～９０分 概ね５名以上

コグニサイズやブレパサイ

ズなどの脳を活性化する

体操を行います。 
※３０分～６０分 

「記憶する」「考える」「判

断する」などの脳の健康

度をチェックします。
※１人１５分程度 

※要望に応じて講話と体操を組み合わせることもできます。お問い合わせ、申し込みは下記連絡先まで。 

講講座座

九九九重重重町町町

受講者募集 

「学ぶ」「予防する」「チェックする」ことで認知症を知ろう

講講講座座座 受講者募集 

「学ぶ」「予防する」「チェックする」ことで認知症を知ろう

講講講座座座

講座

認知症

認知症サポーター養成講座 認知症予防体操 脳の健康度チェック 

受講者募集 受講者募集 受講者募集 

〈貸出しています〉
●本　　　 3396冊
●ＤＶＤ　　100枚
●おもちゃ　202個
　赤ちゃん、幼児、小学生が楽しめるおもちゃと絵本
がたくさんありますよ～！ ☎0973-73-2666／FAX0973- 73-2670

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

■
積
木
の
活
動

活
動
の
紹
介

貸出しています〉

　今年度もみつばこども園の園児が積木の活動にたくさん来てくれまし　今年度もみつばこども園の園児が積木の活動にたくさん来てくれまし
た。みんな集中して取り組み「先生みて！」と自信満々の笑顔で作品をた。みんな集中して取り組み「先生みて！」と自信満々の笑顔で作品を
見せてくれました♥子ども達の創造力は本当に素晴らしい！！見せてくれました♥子ども達の創造力は本当に素晴らしい！！

　積木遊びに年齢制限はありま
せん！親子で積木遊びを楽しみ
ませんか？積木をしたい方は職
員にお声掛けください。員にお声掛けください。
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
七
年
十
一
月
〜
令
和
八
年
二
月
ま
で
の
間
に
次
の
方
か
ら
香
典
返
し
等

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ご
寄
付
の
ご
厚
志
は
社
会
福
祉
の
推
進
の
た
め
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

ご
寄
付
頂
い
た
方
々
に
ご
了
承
い
た
だ
き
、
お
名
前
や
金
額
等
を
記
載
し
て

い
ま
す
。
ご
希
望
に
よ
り
省
略
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
受
付
順
・
敬
称
略
）

心
の
輪

あ
た
た
か
い

  

◎
香
典
返
し
（
三
十
六
件
）

▽
十
一
月

・
十
万
円
也　
　
　

亡
子　

照
彦

　

奥
双
石　
　
　
　

佐
藤
清
隆
様

・
二
万
円
也　
　
　

亡
母
マ
キ
エ

　

下
旦
二　
　
　
　

若
松　

博
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
母
ハ
ス
エ

　

相
狭
間　
　
　
　

辛
嶋
芳
和
様

・
二
万
円
也　
　
　

亡
母　
　

淑

　

中
村
中
一　
　
　

小
野
正
徳
様

・
一
万
円
也　
　
　

亡
母　

和
江

　

前
辻
二　
　
　
　

池
永
誠
治
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
夫　

伸
善

　

前
辻
二　
　
　
　

池
永
由
美
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
母　

鈴
子

　

引
治
一　
　
　
　

湯
浅
政
己
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
父　

正
太

　

見
良
津　
　
　
　

宮
野
和
馬
様

▽
十
二
月

・
三
万
円
也　
　
　

亡
妻　

政
子

　

野
矢　
　
　
　
　

江
藤
勝
廣
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
姉　

幸
子

　

中
村
下
野　
　
　

是
石　

仁
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
父　

行
男

下
畑　
　
　
　
　

時
松
節
子
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
父　

大
船

大
分
市　
　
　

佐
藤
実
智
夫
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
父　

吉
人

　

生
竜　
　
　
　
　

下
田
聖
敏
様

・
一
万
円
也　
　
　

亡
夫
平
八
郎

　

玖
珠
町　
　
　

梅
木
美
恵
子
様

▽
一
月

・
十
万
也　
　
　
　

亡
父　

憲
治

　

筋
湯　
　
　
　
　

古
賀
啓
介
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
父　

忠
則

　

後
野
上　
　
　
　

小
野
公
彦
様

・
二
万
円
也　
　
　

亡
父　

内
次

　

生
竜　
　
　
　
　

佐
藤
勝
信
様

・
五
万
円
也　
　
　

亡
母
ツ
チ
エ

岩
の
上　
　
　
　

佐
藤
隆
一
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
母　
　

功

　

湯
沢　
　
　
　
　

松
木
倉
喜
様

・
五
万
円
也　
　

亡
姉
時
松
捷
子

　

相
狭
間　
　
　

佐
藤
満
里
子
様

・
五
万
円
也　
　
　

亡
妻
ミ
チ
ヨ

　

生
竜　
　
　
　

佐
藤
嘉
久
二
様

・
五
万
円
也　
　

亡
母
城
戸
公
代

下
尾
本　
　
　
　

鶴
原
秀
雄
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
子　

政
見

　

後
河
内　
　
　
　

佐
藤
和
子
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
妻　

幸
美

　

川
下
南　
　
　
　

武
石
保
郎
様

・
十
万
円
也　
　
　

亡
父　

寿
彦

　

前
辻
二　
　
　
　

小
川
生
雄
様

・
十
万
円
也　
　
　

亡
夫　

幸
德

　

菅
原
本
村　
　

梅
木
リ
ツ
子
様

▽
二
月

・
三
万
円
也　
　
　

亡
妻
マ
チ
ノ

　

栗
原　
　
　
　
　

岡
本
博
喜
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
父　

睦
夫

福
岡
市　
　
　
　

原
田
貴
史
様

・
一
万
円
也　
　
　

亡
母　

光
子

　

滝
上　
　
　
　
　

佐
藤
良
隆
様

・
金
一
封　
　
　
　

亡
父　

尊
光

　

大
分
市　
　
　
　

帆
足
嘉
晃
様

・
一
万
円
也　
　
　

亡
兄　

政
司

　

北
恵
良
三　
　
　

佐
藤
勝
樹
様

・
三
万
円
也　
　
　

亡
母　

久
子

　

寺
田　
　
　
　
　

佐
藤
恭
則
様

・
五
万
円
也　
　
　

亡
父　

森
彦

　

中
巣　
　
　
　
　

高
倉
義
彦
様

　

匿
名
希
望
様　

三
名

  

◎
物
品
寄
付
（
四
件
）

・
お
米
一
五
〇
㌔　
　
　
　
　
　

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
玖
珠
組
様

・
柿　

四
百
個　
　
　
　
　
　
　

　

菅
原
本
村　

梅
木
武
彦
様

・
白
米
六
〇
㌔　
　
　
　
　
　
　

　

玖
珠
九
重
稲
作
研
究
部
会
様

　
　

匿
名
希
望
様　

一
名

◎
特
別
寄
付
（
八
件
）

・
一
万
八
千
百
九
十
四
円
也　
　

　

匿
名
希
望
様

・
二
万
円
也　
　
　
　
　
　
　
　

年
忘
れ
歌
と
踊
り
実
行
委
員
会
様

・
金
一
封　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
エ
ル
・
ラ
ン
チ
ョ
・
グ
ラ
ン
デ
様

・
千
六
百
三
十
四
円
也　
　
　
　

　

老
身
親
善
交
流　
　
　
　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
実
行
委
員
会
様

匿
名
希
望
様　

四
名

地域食堂や困窮家庭に配布させて頂きました

ありがとうございました
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◎
東
飯
田
地
区

　
　
　（
11
口
）

・
麻
生　
　

弘

・
麻
生　

益
直

・
森　
　

有
為

・
原
田　

貞
治

・
穴
井　
　

肇

・
仲
摩　
　

孝

・
本
松　

建
八

・
玉
井　

建
治

・
原
田　

栄
子

・
新
成
建
設
㈱

　

玖
珠
支
社

　
　

外
１
口

・
安
部　

武
己

・
㈲
野
木
組

・
中
野
俊
一
郎

・
鷲
頭　

栄
治

　
　

外
１
口

◎
南
山
田
地
区

　
　
　（
30
口
）

・
熊
谷　

豊
廣

・
坂
本　

和
昭

・
吉
光　

泰
介

・
竹
尾　

允
文

・
竹
尾　

友
彦

・
吉
光　

幸
夫

・
楳
木　

文
秋

・
梅
木　

正
賀

・
㈱
大
東
建
設

・
池
部　

俊
慈

・
中
谷
記
代
亘

・
山
崎　

慎
也

・
矢
野　

陽
一

・
後
藤　

正
典

・
岐
部　

直
也

・
黒
木　

幸
春

・
佐
藤
工
業
㈲

代
表
佐
藤
辰
次

◎
東
飯
田
地
区

　
　
　（
11
口
）

・
帆
足　

英
美

・
小
幡　

龍
也

・
安
部　

義
男

・
安
部　

一
生

・
中
霜　

寛
俊

・
湯
浅　

健
正

・
穴
井　

敬
祐

・
帆
足　
　

洋

・
藤
原　
　

孝

・
甲
斐　

大
史

・
原
田　

栄
喜

◎
野
上
地
区

　
　
　（
46
口
）

・
衞
藤　

嘉
高

・
佐
藤　

靖
広

・
佐
藤　

万
吉

・
高
橋
九
州
男

・
財
津
多
喜
彌

・
佐
藤　

秀
行

・
宇
佐　

淳
司

・
宇
佐　
　

誠

・
小
野　

輝
夫

・
小
野　

政
信

・
高
橋　

利
文

・
阿
部　

義
明

・
小
野
三
千
夫

・
穴
井
津
代
志

・
佐
藤　

良
二

・
帆
足　

俊
則

・
帆
足　

清
文

・
日
野　

明
美

・
日
野　

幸
治

・
日
野　

清
次

・
帯
刀　

増
雄

・
穴
井　

俊
二

・
野
上　

勝
司

・
穴
井　

豊
水

・
工
藤　

勝
美

・
衛
藤　

盛
久

・
佐
藤　

義
明

・
佐
藤　

秀
信

・
篠
原　

安
生

・
牧　
　
　

博

・
佐
藤　

芳
昭

・
衞
藤　

淳
一

・
髙
倉　
　

聖

・
髙
倉　

直
人

・
吉
永　

智
明

・
井
原　

昭
彦

・
日
野　

武
彦

・
須
藤　

昭
夫

・
松
木　
　

太

・
鶴
原　

秀
継

・
穴
井
正
三
郎

・
穴
井　

隆
志

　
　

外
４
口

◎
飯
田
地
区

　
　
　（
12
口
）

・
髙
橋
裕
次
郎

・
小
野　

正
徳

・
有
吉　

徳
成

・
野
木　

憲
二

・
時
松　

徳
重

・
武
石　
　

豪

・
永
尾　

宗
忠

・
濵
田　

礼
一

　
　

外
４
口

◎
南
山
田
地
区

　
　
　（
40
口
）

・
梅
木　

豊
彦

・
坂
本
庸
一
郎

・
小
田　

豊
文

・
小
田　

久
徳

・
湯
浅　
　

優

・
吉
光　

孝
晴

・
若
杉　

鉄
雄

・
小
笠
原
一
男

・
小
田　

詰
志

・
河
内　

利
治

・
松
原
喜
一
郎

・
中
川　

博
文

・
安
藤　

信
吾

・
佐
藤　

安
史

・
佐
藤
剣
之
助

・
菅
家　

栄
治

・
佐
藤　

敏
郎

・
長
野　

幸
造

・
工
藤　

涼
子

・
友
成　

一
英

・
若
杉
栄
二
郎

・
財
津　

幸
光

・
財
津　

憲
明

・
田
吹　

博
史

・
武
石　

敏
明

・
佐
藤　

清
隆

・
平
山　

千
年

・
岡
本　
　

健

・
佐
藤　

照
一

・
平
山　

英
一

・
岡
本　

博
喜

・
清
竹
久
美
夫

・
足
立　
　

章

・
足
立　

芳
郎

・
古
後　

福
司

・
梶
原　

清
美

　
　

外
４
口

・
佐
藤　

文
雄

・
小
倉
建
設
㈱

・
㈲
九
重
緑
化
産
業

・
窪
田　

憲
一

・
佐
藤　

博
美

・
日
野　

源
蔵

・
田
中　
　

隆

・
安
達　
　

誠

・
小
野　

日
隆

・
㈲
カ
ー
ラ
イ
フ
あ
そ
う

　
　

外
３
口

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度 

社
協
会
費

社
協
会
費

ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
も
町
内
の
方
々
よ
り

会
費
納
入
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
福

祉
事
業
推
進
に
有
意
義
に
使
用

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
町
民
各
位
、
福
祉
委
員
（
区

長
）
の
皆
様
に
重
ね
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
本
会

の
福
祉
活
動
に
対
し
て
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
本
人
の
希
望
に
よ
り
お
名
前

を
記
載
し
て
い
な
い
方
が
あ

り
ま
す
。

※
会
費
納
入
に
ご
協
力
頂
い
た

時
点
で
の
お
名
前
を
記
載
し

て
い
ま
す
。

特
別
賛
助
会
費
協
力
者

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

特
別
会
費
協
力
者

◎
野
上
地
区

　
　
　（
16
口
）

・
藤
原　

勇
一

・
佐
藤
三
千
代

・
佐
藤
昭
八
郎

・
帆
足　

顕
弐

・
佐
藤
久
仁
夫

・
河
野　

浩
治

・
白
山
工
業
㈱

・
矢
原　

澄
郎

・
若
松
平
八
郎

・
井
原　

武
廣

・
井
原　

昭
文

・
井
上　

紘
一

・
上
田　

弘
平

・
㈲
日
野
文
具
店

・
吉
武　

秀
樹

・
河
野　

房
巳

◎
飯
田
地
区

　
　
　（
9
口
）

・
筋
湯
観
光
ホ
テ
ル

  

九
重
悠
々
亭

・
八
丁
原
ヴ
ュ
ー
ホ
テ
ル

・
武
田　

正
利

・
菅　

優
一
郎

ふ　れ　あ　い  （116号） 社会福祉だより(7) 令8年3月17日



行 政 区 分 特別賛助会費
10,000円

特別会費
3,000円

普通会費
1,500円 計

北 区 17 25,500
南 区 36 54,000
小 久 保 13 19,500
奥 双 石 1 13 22,500
寺 田 21 31,500
尾 本 3 13 2 72,000
中 巣 1 7 16 55,000
田 代 5 7,500
小 垣 16 24,000
樫 原 3 3 13,500
拓 郷 5 7,500
平 家 山 4 6,000
小 平 谷 12 18,000
野 矢 2 22 39,000
滝 上 2 27 46,500
寺 床 14 21,000
猪 牟 田 13 19,500
鹿 伏 1 9 16,500
桐 木 1 16 27,000
茅 原小野 1 1 10 28,000
後 野 上 27 40,500
西 1 11 26,500

下右田（野） 1 1 18 40,000
重 原 2 18 33,000
中 央 一 3 1 27 73,500
中 央 二 3 5 19 73,500
中 央 三 1 13 29,500
中 央 四 12 18,000
中 央 五 16 24,000
青 山通り 2 14 27,000
下 尾 本 2 2 5 33,500
甘 川 水 2 17 31,500
青 山住宅 23 34,500
豊後中村住宅 20 30,000
個　　　 人 1 1,500

計 160,000160,000 138,000138,000 772,500772,500 1,070,5001,070,500

行 政 区 分 特別賛助会費
10,000円

特別会費
3,000円

普通会費
1,500円 計

下右田（東） 18 27,000
奥 野 17 25,500
物 見 塚 9 13,500
見 留 17 25,500
上 旦 2 3,000
下 旦 一 1 9 23,500
下 旦 二 1 9 23,500
下 旦 三 3 18 57,000
下 旦 四 1 13 29,500
下 旦 五 27 40,500
下 旦 六 13 19,500
南 恵 良 1 2 18 43,000
富 来 口 1 11 26,500
北 恵 良 一 1 22 43,000
北 恵 良 二 21 31,500
北 恵 良 三 16 24,000
見 良 津 15 22,500
書 曲 一 14 21,000
書 曲 二 6 11 34,500
書 曲 三 1 15 32,500
川 下 北 25 37,500
川 下 南 1 27 43,500
川 上 一 1 27 43,500
川 上 二 1 29 46,500
前 辻 一 14 21,000
前 辻 二 10 15,000
後 辻 17 25,500
竜 門 16 24,000
田 尻 0
野 倉 10 15,000
中 須 11 16,500
恵 良 団 地 4 6,000
釣 団 地 3 4,500
松岡台住宅 0
個　　　 人 1 1 11,500

計 110,000110,000 33,00033,000 733,500733,500 876,500876,500

［野上地区］ ［東飯田地区］

総額3,885,000円 たくさんのご協力に感謝申し上げますたくさんのご協力に感謝申し上げます

口口 口口 口口 円円

ふ　れ　あ　い  （116号）社会福祉だより 令和8年3月17日 (8)



行 政 区 分 特別賛助会費
10,000円

特別会費
3,000円

普通会費
1,500円 計

麻 生 釣 0
菅 原 本 村 2 1 54 104,000
梶 屋 1 3 18 46,000
桐 木 一 1 10 25,000
桐 木 二 2 1 17 48,500
桐 木 三 1 1 14 34,000
桐 木 四 0 0
口 の 園 1 15 25,500
相 狭 間 1 24 39,000
串 野 上 2 25 57,500
串 野 下 1 1 20 43,000
宝 泉 寺 4 12 58,000
生 竜 16 24,000
中 板 10 15,000
潜 石 5 8 8 86,000
川 西 一 1 1 20 43,000
川 西 二 1 15 32,500
川 西 三 4 16 36,000
川 東 上 1 3 6 28,000
川 東 下 16 24,000
陣 の 内 上 1 28 45,000
陣 の 内 下 0
後 河 内 2 2 18 53,000
栗 原 5 9 28,500
黒 猪 鹿 1 13 22,500
木 納 水 1 17 35,500
横 尾 1 16 34,000
中 村 18 27,000
引 治 二 17 25,500
富 迫 上 11 16,500
富 迫 下 1 4 9 35,500
金 山 20 30,000
井 手 5 7,500
田 中 1 14 31,000
岩 の 上 1 11 26,500
粟 野 本 村 1 35 55,500
川 道 団 地 1 10,000
都 原 11 16,500
個　　　人 1 5 10,500

計 300300,000000 120120,000000 859859,500500 11,279279,500500

行 政 区 分 特別賛助会費
10,000円

特別会費
3,000円

普通会費
1,500円 計

筋 湯 2 23 54,500
日 向 上 10 15,000
日 向 下 2 14 41,000
湯 坪 下 1 32 51,000
狭 間 12 18,000
奥 郷 20 30,000
中 村 上 1 30 48,000
中 村 中 一 1 3 17 44,500
中 村 中 二 8 12,000
中 村 下 一 12 18,000
中 村 下 二 6 9,000
下 畑 14 21,000
荻 釣 上 5 7,500
荻 釣 下 1 2 6 25,000
筌 の 口 1 3 5 26,500
北 方 上 10 15,000
北 方 下 18 27,000
年 の 神 0 0
無 田 下 10 15,000
無 田 中 11 16,500
無 田 中 一 1 16 34,000
無 田 上 9 13,500
須 久 保 1 12 21,000

旭 12 18,000
花 牟 礼 6 9,000
九 重 山 6 9,000
湯 沢 30 45,000
個　　　人 1 1 1 14,500

計 9090,000000 3636,000000 532532,500500 658658,500500

［南山田地区］ ［飯田地区］

令和7年度　　社協会費協力状況令和7年度　　社協会費協力状況

口 口口 口口 口円 円

社会福祉協議会会費の納入を頂き有難う
ございました。（令和８年２月27日現在）

ふ　れ　あ　い  （116号） 社会福祉だより(9) 令8年3月17日



〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

　

こ
の
科
は
マ
サ
キ
、
マ
ユ
ミ
、

ニ
シ
キ
ギ
等
の
大
き
な
科
で
世
界

に
５
０
０
種
余
り
も
あ
る
。
ツ
ル

ウ
メ
モ
ド
キ
は
日
本
全
国
、
朝
鮮

半
島
、
中
国
北
部
に
分
布
す
る
。

林
縁
や
道
端
に
生
え
る
蔓
性
の
落

葉
広
葉
樹
で
す
。
５
〜
６
月
頃
緑

白
色
で
地
味
な
花
を
つ
け
る
。
果

実
は
秋
に
８
ミ
リ
位
の
球
形
で
黄

色
、
外
皮
が
割
れ
る
と
赤
色
の
種

子
が
現
れ
る
。
こ
の
頃
か
ら
が
ツ

ル
ウ
メ
モ
ド
キ
の
実
（
花
）
で

し
ょ
う
。　
　
　
　
　

　

生
け
花
で
は
こ
の
枝
を
珍
重
す

る
。
切
り
花
に
も
用
い
る
他
、
草

葺
屋
根
の
軒
先
に
刺
し
た
り
し
た
。

小
枝
は
樹
皮
を
縄
に
し
た
り
、
糸

に
も
用
い
た
と
い
わ
れ
る
。

〔
方
言
名
〕
　

た
に
わ
た
し
（
熊
本　

人
吉
球

磨
）
あ
か
も
ち
か
ず
ら
、
め
じ
ろ

み
か
ん
（
五
木
地
方
）
め
じ
ろ
も

も
、
な
べ
づ
る
（
静
岡
）
か
っ

ち
ょ
ん
み
（
唐
津
）
ま
つ
か
づ
ら

（
島
根
）

　

植
林
地
で
は
樹
木
に
登
り
生
育

を
阻
害
す
る
な
ど
嫌
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
ク
ズ
や
ヤ
マ
フ
ジ
の

よ
う
な
広
く
覆
う
こ
と
は
あ
ま
り

【
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ

　（
ニ
シ
キ
ギ
科
）】  

佐
藤

三み

千ち

代し
ろ

な
く
や
や
被
害
は
少
な
い
よ
う
で

す
。
古
い
庭
園
な
ど
で
見
る
巨
幹

の
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
に
驚
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
町
内
に
は
近
縁

の
イ
ワ
ウ
メ
ヅ
ル
も
少
し
生
育
し

て
い
ま
す
。
葉
が
や
や
小
さ
く
托

葉
が
硬
化
し
て
棘
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
の
他
、
モ

チ
ノ
キ
科
の
ウ
メ
モ
ド
キ
、
イ
ヌ

ツ
ゲ
、
ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ
科
の
ク

ロ
ウ
メ
モ
ド
キ
、
ケ
ン
ポ
ナ
シ
、

ナ
ツ
メ
等
「
モ
ド
キ
」
の
名
が
つ

い
た
植
物
が
あ
る
。
葉
が
多
少
ウ

メ
に
似
た
も
の
も
あ
る
が
、
ウ
メ

（
梅
）
を
連
想
す
る
よ
う
な
果
実

も
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
す
。

ツルウメモドキ

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

九重町で90歳を過ぎて生き生きと暮らしている高齢者の方＝
幸
こうれいしゃ

齢者の方に元気の秘
ひ け つ

訣をお伺いします。

「幸齢者さん」の情報は、九重町社会福祉協議会（76-2500）まで
お電話を！自薦・他薦は問いません♪お待ちしています！

Ｑ.  元気の秘訣は何ですか？
Ａ.  悪いことは考えず、とにか
く前向きに生きること。

Ｑ.楽しみは何ですか？
Ａ.  短歌を詠むことが生きがいです。あとはサロン
と地域食堂に参加すること。

Ｑ.  これからも頑張りたいなと思うことは？
Ａ.  欲を言わずに健やかに生きていきたい。

　短歌では数多くの受賞歴があり、歌集を５冊も出
版されている信子さん。これからも大好きな短歌を
詠み続けてくださいね。

NO.33　野上　拓郷
後藤　信子さん（98歳）

町の幸
こ う

齢者さん
シリーズ

　川に萌え立つ朝もや。今日も一日が始まる。早朝
のウオーキングも８年目を迎える。狭窄症の術後の
リハビリとして「同じ道」を40分ほど歩く。
　３月、梅の香りを微かに嗅ぐと自然の息吹を感じ
る。道横の田は一面グリーンのジュータン。これか
ら始まる自然の生命の芽吹きが伝わってくる。わず
かに聞こえていた鳥のさえずりが、群れする雀や燕
の滑空を見ていると、いよいよ躍動の夏の到来を実
感し、足取りも軽く心も弾む。
　当たり前に見えていた水田の色の変化も面白い。
荒起こしの土色。田植えで一気に淡緑色。日毎の苗
の生長に濃緑色へ鮮やかに変容する。黄金色が稲刈
り後に再び大地の色へ。草花や香りの移り変わり、
風の強さや空気の冷たさを肌に受け時季を味わう。
　人とのあいさつ。「おはようございます」は、今
やいつもの「なかま」へ。まだまだ若いと思いつ
つ、自然の生命の営みを自分と重ねる。今年も新た
な気づきを求め、今日も歩いている。

今今月月のの

ちちょょっっと一言と一言

（A . S）

ふ　れ　あ　い  （116号）社会福祉だより 令和8年3月17日 (10)


